第１学年　　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　主題名　かぞくのために 　     　　 Ｃ－１３家族愛、家庭生活の充実
２　教材名　これなら　できる　　　　　（出典：光村図書　きみがいちばんひかるとき）　

３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について                                                   
 　家族は児童の心身の成長を支える上で、最も大切な存在である。温かな家庭があるからこそ、子どもたちは外でのびのびと挑戦し、失敗しても立ち直り、たくましく世の中を生き抜く力を育むことができる。また、家庭は人格形成の基盤でもある。小さな社会としての家庭で培われた道徳性は、児童が様々な集団や社会に出たときに発揮される。その意味で、家族の一員としての自覚をもち、積極的に役立つよう行動する力は、常に集団の中で何をすべきか考えられる社会性をもった個人を育成し、よりよい社会を作るためにも大切なことである。
以上のことから、児童が家族について理解を深め、敬愛する心をもち、自分も進んで役に立ちたいと改めて考えられる時間をもたせることが大切だと考える。低学年の段階では、家族が好きだという素直な思いはもっていても、家庭生活において受け身で、当たり前のようにしてもらっていることが多いと考えられる。
そこで、本時では、自分も家族のためにできることを行い、役に立とうとする意欲をもたせたい。さらに、生活科の学習と連動して、家族のために行動できた際には役に立つ喜びを実感できるようにしていきたい。
（２）児童の実態
　　夏休みの生活日課表では、約9割の児童が洗濯物をたたんだり、食器を並べたり家庭でのお手伝いに取り組んでいることが分かった。仕事をすること自体が楽しいという考えや、今取り組んでいるお手伝いが好きだ、といった意見が多くあった。その一方で、誰かに頼まれたお手伝いしかやらない児童や同じお手伝いばかりやっている児童も多く、自分から進んでお手伝いをする児童は5割程度であった。また、お手伝いをすることで自分自身が成長することについて感じたり気付いたりする機会が少ないという実態を把握した。楽しみながらお手伝いをすることができる児童が多くいる中で、今回は働くことで周りの人の役に立っているのだという点について改めて気付かせ、みんなのために進んで働こうとする意欲につなげさせたいと考えた。 
（３）教材について
　　両親が仕事で不在のため、まさえのところに隣町に住む祖母が夕食を作りに来てくれた。まさえは、自分にできるお手伝いを考え、「これならできる」とテーブルを拭き、箸と湯飲みをそろえた。家族の一員として役に立ちたいと考えるまさえの気持ちに共感し、自分自身の生活を見つめ、できることを考え実践していこうとする意欲を養いたい。
（４）身近な問題として意識付けるために
　　夏休み明けすぐに夏休みの生活日課表を基にどんなお手伝いをしたのか、そのときの気持ち等を振り返るワークシートを書き、本時の話し合い活動でも使用する。

４　本時の学習指導      
（１）本時のねらい 
    「これならできる」と言ったまさえの気持ちを考えることを通して、家族のためにがんばることや、家族が喜ぶことをする楽しさを感じ取り、進んで家族の役に立とうとする態度を育てる。
（２）準備　教師：挿絵、ワークシート
（３）本時の展開                                                                
	時間
	学習活動の流れ
	教師の支援と評価（◆）

	　５
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	１　夏休みに家でお手伝いをした経験を発表する。
・お茶碗を並べた。
・靴をそろえたよ。
・料理の手伝いをした。
・洗濯物をたたんだ。
・お風呂掃除をした。

２　資料を読み、まさえの気持ちを考え、発表する。
・包丁が使えないから。

・卵が割れないから。

・お手伝いできることがないから。


・わたしも何かお手伝いしたいと思ったから。
・おばあちゃんの役に立ちたいから。

（褒められたときの気持ち）
・うれしかった。
・これからもお手伝いしようかな。
・手伝ってよかった。

・家族の役に立ちたいから。
・褒めてもらえてうれしいから。
・お母さんを助けてあげたいから。

３　夏休みに家で行ったお手伝いを振り返り、これから家族のためにしてみたいお手伝いを考えて書く。
・洗濯物をたたみたい。お母さんが大変そうだから、自分の洋服は自分でたたみたい。
・ご飯の準備をしたい。家族全員の食器の準備をして、みんなでご飯を食べたいから。
・お風呂掃除を一人でやりたい。ぴかぴかのお風呂に入ってもらいたいから。
・お皿を拭きたい。お母さんが洗ったお皿を僕が拭いたら早く終わるから。
４　今日の授業の振り返りをワークシートに書く。
・自分のできるお手伝いをこれからも続けていきたい。
・ママに「いつもありがとう」と言いたい。
	・ここでは細かい内容にはふれず、児童に簡単に考えさせることにとどめる。
・ねらいとする価値への導入を図
るために、事前にとった振り返
りシートを配付し、身近な仕事
を振り返らせることで、興味を
もたせる。
・本時の話し合いへの意欲を高め
るために、登場人物をおさえ、
まさえの困っている表情に注目
させる。
・資料の内容を確認することがで
きるように、拡大した挿絵を掲
示する。
・身近な生活の場面でもたくさん
あることに気付かせるために、おばあちゃんやお母さんに褒められたときのまさえの気持ちを考える補助発問をする。
・家族みんなのために役に立って
いることを押さえるために、補
助発問でまさえのおかげで助か
ったのは、おばあちゃんだけな
のかを考えさせる。
・自分のお手伝いの振り返りがで
きるように、本時のワークシー
トの裏に事前に取り組んだ振り
返りシートを印刷する。

・自分の考えを深めることができ
るように、グループで考えを伝
え合う時間を設ける。
・自分の考えを明確にすることが
できるように、ワークシートを
用意し、書く時間を充分にとる。
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なぜまさえは困った顔をしているのかな。





まさえは、なぜ「これならできる」と言ったのかな。





まさえは、どうしてほかにも自分にできることを増やしたくなったのかな。





夏休みにやったお手伝いを振り返って、これから家族のために「これならできる」と思ったお手伝いは何かな。





◆家族の一員として、家族のために役に立つお手伝いを進んで行おうとしているかどうか、グループ活動の様子、ワークシートから判断する。








